
平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

六

臨
床
研
究
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
者
の
所
属
機
関
に
属
し
な
い
者
が
二
名
以
上
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

七

審
査
意
見
業
務
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
有
す
る
こ
と
。

八

苦
情
及
び
問
合
せ
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

九

臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
運
営
に
関
す
る
事
務
を
行
う
者
が
四
名
以
上
で
あ
る
こ
と
。

３

業
務
規
程
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

審
査
意
見
業
務
に
関
し
て
徴
収
す
る
手
数
料
（
以
下
「
審
査
手
数
料
」
と
い
う
。）に
関
す
る
事
項
、
審
査
意
見

業
務
を
依
頼
す
る
研
究
責
任
医
師
又
は
審
査
意
見
業
務
の
対
象
と
な
る
特
定
臨
床
研
究
に
関
与
す
る
医
薬
品
等
製

造
販
売
業
者
等
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
委
員
及
び
技
術
専
門
員
（
審
査
意
見
業
務
の
対
象
と
な
る
疾
患
領

域
の
専
門
家
及
び
毒
性
学
、
薬
力
学
、
薬
物
動
態
学
等
の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
臨
床
薬
理
学
の
専
門
家
、
生

物
統
計
の
専
門
家
そ
の
他
の
臨
床
研
究
の
特
色
に
応
じ
た
専
門
家
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
審
査
意
見
業
務
へ
の

参
加
の
制
限
に
関
す
る
事
項
、
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
疾
病
等
の
報
告
を
受
け
た
場
合
の
手
続
に
関
す

る
事
項
、
第
八
十
条
第
四
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
場
合
の
手
続
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
審
査
意
見
業
務
の

実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項

二

第
八
十
五
条
に
規
定
す
る
記
録
の
作
成
及
び
そ
の
保
存
方
法
に
関
す
る
事
項
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事

項
三

次
項
第
三
号
及
び
第
八
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
関
す
る
事
項

四

認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
を
廃
止
す
る
場
合
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
事
項

五

苦
情
及
び
問
合
せ
に
対
応
す
る
た
め
の
手
順
そ
の
他
の
必
要
な
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

六

臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
委
員
、
技
術
専
門
員
及
び
運
営
に
関
す
る
事
務
を
行
う
者
（
以
下
「
委
員
等
」
と
い

う
。）の
教
育
又
は
研
修
に
関
す
る
事
項

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
が
独
立
し
た
公
正
な
立
場
に
お
け
る
審
査
意
見
業
務

を
行
う
た
め
に
必
要
な
事
項

４

法
第
二
十
三
条
第
四
項
第
三
号
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

審
査
意
見
業
務
を
行
う
順
及
び
内
容
並
び
に
審
査
意
見
業
務
に
関
し
て
徴
収
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
、
審
査
意

見
業
務
を
依
頼
す
る
者
に
か
か
わ
ら
ず
公
正
な
運
営
を
行
う
こ
と
。

二

活
動
の
自
由
及
び
独
立
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

審
査
意
見
業
務
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
業
務
規
程
、
委
員
名
簿
そ
の
他
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
認
定

に
関
す
る
事
項
及
び
審
査
意
見
業
務
の
過
程
に
関
す
る
記
録
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
整
備
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
若
し
く
は

第
七
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書
又
は
第
七
十
一
条
若
し
く
は
第
七
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
書
に

記
載
さ
れ
た
事
項
及
び
当
該
申
請
書
又
は
当
該
届
書
に
添
付
さ
れ
た
書
類
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
当

該
事
項
を
公
表
し
た
も
の
と
み
な
す
。

四

審
査
意
見
業
務
（
第
八
十
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
行
う
た
め
、
年
十
二
回
以

上
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
。

五

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
審
査
意
見
業
務
を
行

う
た
め
、
年
十
一
回
以
上
開
催
し
て
い
る
こ
と
。

（
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
認
定
証
の
交
付
）

第
六
十
七
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
、
認
定
を
申
請
し
た

者
に
対
し
、
様
式
第
六
に
よ
る
認
定
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更

新
を
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
欠
格
事
由
）

第
六
十
八
条

法
第
二
十
四
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
本
文
に
規
定
す
る
認
定
の
取
消
し
に
該
当
し

な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
報
告
等
の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
当
該
認
定
の
取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
認
定
委
員
会
設
置
者
の
審
査
意
見
業
務
の
実
施
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ

の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
認
定
委
員
会
設
置
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
確
認
し
た
結
果
、
当
該
認
定

委
員
会
設
置
者
が
当
該
認
定
の
取
消
し
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
な

い
場
合
に
係
る
も
の
と
す
る
。

（
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）

第
六
十
九
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
は
、
変
更
後
の
第
六
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

申
請
書
及
び
様
式
第
七
に
よ
る
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
軽
微
な
変
更
の
範
囲
）

第
七
十
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
と
す
る
。

一

当
該
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
委
員
の
氏
名
の
変
更
で
あ
っ
て
、
委
員
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

二

当
該
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
委
員
の
職
業
の
変
更
で
あ
っ
て
、
委
員
の
構
成
要
件
（
第
六
十
六
条
第
二

項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る
要
件
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
満
た
さ
な
く
な
る
も
の
以
外

の
も
の

三

当
該
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
委
員
の
減
員
に
関
す
る
変
更
で
あ
っ
て
、
委
員
の
構
成
要
件
を
満
た
さ
な

く
な
る
も
の
以
外
の
も
の

四

審
査
意
見
業
務
を
行
う
体
制
に
関
す
る
事
項
の
変
更
で
あ
っ
て
、
審
査
意
見
業
務
の
適
正
な
実
施
に
支
障
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
も
の

（
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

第
七
十
一
条

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
八
に
よ
る
届
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

（
法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
軽
微
な
変
更
の
範
囲
）

第
七
十
二
条

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
と
す
る
。

一

地
域
の
名
称
の
変
更
又
は
地
番
の
変
更
に
伴
う
変
更

二

当
該
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
委
員
の
略
歴
の
追
加
に
関
す
る
事
項

三

臨
床
研
究
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
旨
の
定
め
を
し
た
定
款
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
変
更
で
あ
っ
て
、

次
に
掲
げ
る
も
の

イ

法
そ
の
他
の
法
令
の
制
定
又
は
改
廃
に
伴
い
当
然
必
要
と
さ
れ
る
規
定
の
整
理

ロ

第
一
号
及
び
イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
用
語
の
整
理
、
条
、
項
又
は
号
の
繰
り
上
げ
又
は
繰
り
下
げ
そ
の

他
の
形
式
的
な
変
更

（
法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
変
更
の
届
出
）

第
七
十
三
条

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
届
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

２

法
第
二
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
類
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
届
書
に
、
変

更
後
の
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
の
認
定
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
）

第
七
十
四
条

認
定
委
員
会
設
置
者
は
、
認
定
証
の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
様
式
第
十
に
よ
る
申
請
書

及
び
認
定
証
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
て
そ
の
書
換
え
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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